
＜NPO法人等の非農家等との連携を目標としている事例＞

○学校教育との連携による取り組み

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道名寄市 名寄地域
なよろし なよろちいき

協 定 面 積 田（23％） 畑（8％） 草地 （69％） 採草放牧地
781ha うるち・もち米 麦・ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ等 牧草

交 付 金 額 個人配分 50％
3,272万円 共同取組活動 集落の管理体制に対する経費 4％

（50％） 農業生産活動等に対する経費 15％
農業生産活動等の体制整備に対する経費 30％
その他 1％

協定参加者 農業者 ２６８人、農業生産法人４戸

２．取組に至る経緯

当集落は、平成１２年度の中山間地域等直接支払制度発足時点から継続して取り組

んできている。

当集落では、有害鳥獣被害の増加、農業者の高齢化の進行、担い手の不足、並びに

圃場の老朽化による生産性の低下などの共通的な課題の解決を目指して、旧名寄市全

体を１つの集落とすることにより、多様な取組を展開している。

３．取組の内容

○有害鳥獣防止対策

電牧柵の設置による有害鳥獣被害の防止や鹿駆除の推進・猟銃や罠免許の新規取得

の推進を実施

○学校教育との連携

農業を子供たちに理解し興味を持ってもらい、後継者や担い手の育成につなげるこ

とができるように、多面的機能増進活動として、学校教育機関との連携による農業

体験学習を実施。

○農用地地力向上

圃場の老朽化等により、生産性の低下が懸念されているため、対象農用地の地力向

上を図ることを目的として、土壌改良材の共同散布を実施。

①電牧柵の設置状況 ②農業体験学習の状況



［集落の将来像]
○有害鳥獣対策 電牧柵の設置等による農作物への被害を防止を図る。
○担い手の育成・確保 農業研修等を開催し、担い手の育成・確保を図る。
○多面的機能増進活動 学校教育との連携による農業体験学習や農村景観の美化を図る。
○生産基盤の向上 生産性の低下した圃場の地力向上を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
○有害鳥獣対策 電牧柵の設置（目標：12km）
○学校教育との連携による農業体験学習（目標：7校）

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農用地見回り 年２回 花壇整備活動 10地区 有害鳥獣対策
電牧柵設置

共同取組活動 共同取組活動 H18～H21 30km実施
目標 必要な箇所へ設置

駆除・狩猟免許の推進
水路農道管理 年2回 廃棄物適正処理

○廃自動車農機具回収 共同取組活動
共同取組活動 ○廃プラスチック処理

H21 112t
農用地地力向上

共同取組活動 対象農用地781haへ土壌改
良材を共同散布

学校教育との連携
小中学校6校 保育所1校 集落会館清掃 7地区 共同取組活動

共同取組活動 共同取組活動

○地域の小中学校（連絡・計画）と地域の農業者（指導）が連携して農業体験学習を
実施し、農業に対する理解や興味を深め、後継者や担い手の育成につなげ、多面的機
能の発揮を図る。

４．取組による変化と今後の課題等

有害鳥獣対策、担い手の育成・確保、生産性の高い圃場の確保に向けて活動を実施

してきたが、有害鳥獣対策や担い手の育成・確保についてはより効果的な活動を実施

していく必要がある。また、農村景観の美化活動についても、今後継続して美しい景

観を維持していく必要がある。

［平成21年度までの主な成果］
○有害鳥獣防止対策 電牧柵の設置（当初0m、目標12km、H21実績30km）

罠免許取得 （当初0名、目標10名、H21実績12名）
○学校教育との連携 （当初0校、目標7校、H21実績6小中学校1保育所）
○農用地地力向上 （当初：各戸で対策、H21実績781ha）


